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可
き
で
あ
る

。

.

最
後
に
.

1

言
す
可
を
ば
、
著
者
の
云
ふ
如
く
現
代
の
理
論
經
濟
學
の
對
象
は
厳
制
經
濟
段
階
に
於
け
る
資
本
主
義
輕
濟
組
織
で
あ
り
、 

そ
の
組
織
下
に
あ
つ
て
は
會
て
恰
も
盲
目
的
^
!
1然
必
然
性
を
も
つ.
た
經
濟
法
则
；
^

國
{豕
政
氣
に
ょ
つ
て
變
容
さ
れ
つ
、
あ
る
が
、
理 

論
經
濟
學
の.
對
缴
ほ
斯
か
る
段
階
に
於
て
國
家
の
制
約
を
受
け
た
經
濟
の
必
然
的
因
银
法
則
を
研
究
す
る
の
で

.

あ
り
、I

變
容
さ
れ
た 

必
然』

を
對
缴
と
す
可
き
も
、
國
家
が
如
何
に
經
濟
の
'

必
然
を
變
容
す
可#

か
、
即
ち『

必
然
の
變
容』

そ
の
も
の
は
輕
濟
政
策
の
對
象 

で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ0 

-

:

難
波E

翁
夫
薪r

國
家
す
細
濟

』

.

(
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